
Guest speaker

BELLA POWELL

グローバル社会の分岐点か

ベネズエラ危機の深層

明治大学国際武器移転史研究所主催

申込み 参加費

不要 無料

2026年1月3日のトランプ政権によるベネズエラへの軍事行動は、
単なる国内政治の変動にとどまらず、

国際秩序の行方を占う重要な出来事である。

本シンポジウムでは、ベネズエラ現代史研究の
第一人者スティーブ・エルナー博士による基調講演（逐次通訳あり）と

日本人研究者3名の報告を通じて、
ベネズエラの現状と構造的課題を検討し、

現代世界の政治・経済・国際関係を多角的に考察する。

2026年

月 日5 9 土曜日

明治大学　駿河台駿河台キャンパス
グローバルフロント １階 多⽬的室

公開シンポジウム



13:00 - 13:10

13:10 - 14:20

14:20 - 14:30 

14:30 - 16:00 Ⅱ部 シンポジウム

Ⅲ部 質疑応答

PROGRAM

Steve Ellner is an associate managing editor of “Latin American Perspectives” and a retired professor
at
the
Universidad
de
Oriente
in
Venezuela,
where
he
lived
for
over
40
years.

Ⅰ部 基調講演

Dr. Steve Ellner　
講演テーマ： “Unique Challenges and Responses by Venezuela’s

Twenty-First Century Government”

休憩

16:00 - 16:25

松下 冽

所　康弘

杉田　弘毅

（立命館大学名誉教授）

（本学商学部教授）

（ジャーナリスト・本学政治経済学部特任教授）

「ベネズエラ侵攻と戦後国際秩序の行方は？」

「トランプ制裁とベネズエラの主権を巡って」

「トランプ外交と世界」

16:25 - 16:30 閉会挨拶

主催者挨拶

佐原　徹哉（RIHGAT所長、本学教員）

（12:30 開場)

参加方法

当日、会場入口にて受付

入場者が150名を超えた場合には⼊場を制限
させていただくことがあります。

※

お問い合わせ先

明治大学国際武器移転史研究所の事務局まで
メールでお問い合わせください。

E-mail：rihgat@meiji.ac.jp

主催：明治大学国際武器移転史研究インスティテュート
RESEARCH INSTITUTE FOR THE HISTORY OF GLOBAL ARMS TRANSFER
（RIHGAT）

※逐次通訳あり


